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多摩川は、川崎市に残された貴重な自然空間であり、市民の憩い

の場、ふれあいの場でもあります。また、川崎の産業・歴史・文化。自

然は多摩川の恵みに育まれてきたといえます。

多摩川エコミュージアムプランは、このような川崎の背景である多

摩川に着目し、多摩川と密接な関係を持つ「水環境」や、水系の涵

養に不可欠な「緑」、地域が育んできた「歴史と文化」、そしてこれら

を支える人々など、様々な資源を活用し、市民・企業・行政それぞれ

が持てる機能を発揮しながら、地域に立脚し、地域から発信するま

ちづくりを目指しています。この中核には地域で展開される市民活

動があります。多摩川エコミュージアムプランは、市民が自らの地域

の環境を考え、自らの力でよりよい環境を創りあげていこうとするも

のです。

大師河原水防センター (大師河原干潟館 )

多摩川の洪水時など

の防災活動や自然化環

境、地域の歴史・文化な

どについて、多摩川の情

報発信を行う市民活動

の拠点です。洪水などに

よる災害時には水防活

動の拠点となり、国土交

通省関東地方整備局京浜河川事務所が管理する大師河原河川

防災ステーションの一画にあります。また、だいし水辺の楽校

の運営拠点にもなつています。

〒210-0811川 崎市川崎区大師河原 1-1-15

丁EL044-287-7882 FAX 044-287-7883
∪RL https://www.tamagawahigata.net/

盪瓢八財晰

これまでの多摩川エコミュージアムプランを活かし、川崎市では、

市民の心のふるさとと呼べる多摩川を市民共有の財産として、より

豊かな河川空間の創出を目指すため、平成 19年 3月 に「川崎市多摩

川プラン」を策定しました。

「ふるさとの再生、市民協働による多摩川ライフの創造」を基本理

念に掲げ、「理解」。「整備」・「保全」の3つの基本的視点から多摩川

のあるべき姿を描くと共に、7つの基本目標 (I.ふるさとの川・多摩

川を育む、Ⅱ.多摩川の風景づくり、Ⅲ.市民に身近な多摩川へ、Ⅳ.

運動施設の利便性向上、V.子どもの生きる力を育む場の創造、Ⅵ .

生命の賑わい豊かな多摩川へ、Ⅷ.参加と協働による川育て)をプラ

ンの柱に55の推進施策と、それらの先導的な事業として「リーディン

グ・プロジェクト」を進めてきました。リーディング・プロジェクトには

3つあり、川崎つ子プロジエクト、みんなで行こう多摩川プロジエクト、

生命の再生プロジェクトを推進し、その成果として「渡し」の復活イベ

ントの開催、アユの再生調査と生物調査の実施、バーベキュー広場の

開設と桜並木の整備などを行いました。

「川崎市新多摩川プラン」は、改めて多摩川を見つめ直し、川崎の

シンボルである「ふるさとの川・多摩川」の歴史的・文化的資源、そ

して環境資源を最大限に活かしたにぎわいの場 (憩 い・遊び・学ぶ)

の創出を目指すため、平成28年 3月 に「川崎市多摩川プラン」を改

定しました。

「川崎市新多摩川プラン」では、これまでの川崎市多摩川プラン

で掲げている「川とふるさとの再生、市民協働による多摩川ライフ

の創造」の基本理念を継承し、確実に計画を推し進めていくため、

新たな5つの基本目標の各々に対し、推進施策の方向性を設定しま

した。また、それぞれの推進施策ごとに実施事業を定め、優先的か

つ重点的に実施いくものについて、3つの重点プロジェクトを設定し

ています。なお、計画期間は平成28年度から10年としています。

「川とふるさとの再生
市民協働による多摩川ライフの創造」

基本目標 薔謳辣鋏絣栃鰈冬雉颯檄ヅ蹂爾ヘ

1.河原風景の保全

2.花と緑のある川づくりの推進

3.水と緑のネットワーク

4.水環境の向上

5.多自然川づくりの推進

6.生物多様性の保全に向けた

普及啓発等の推進

７

８
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水の強化・防災性の向上

急用河川敷道路の整備

災教育の推進

10.河川敷を利用した防災訓練の実施

11.防災情報の発信
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基本目標 Ⅲ 子どもの生きる力を育む場の創造

12.歴史的・文化的資源の収集・伝承

13.「ふるさと資産。遺産」の活用

14.ニケ領用水を活かしたまちづくりの推進

15.環境学習、環境教育の推進

16.水辺の楽校の展開

基本目標 Ⅳ 多摩川とともに歩むみんなの暮らし

17.アクセスの向上

18.施設の再配置・再整備

19.サイクリングコースの充実

20.施設の充実

21.管理水準の向上

22.河川空間の新たな利用促進

23.河川敷のレジヤー利用の適正化

24.自然エネルギーの利用

25.ホームレスの自立支援策の推進

基本国標 Vりながけ雀磋醸で褥鶏鶉轍鼈

26.流域自治体等との協働・推進

27.多様な主体を支えるシステムづくり

28.多摩川を活用したイベントの開催

29.総合的な情報共有・受発信

30.市民参加の川づくり

多摩川エコミュ…ジアムプランとは

川崎市多摩川プランとは

川崎市新多摩川プランとは

基本

理念
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桜並木

多摩川ロ

建設緑政局緑政部みどり,多摩川協働推進課

丁EL044-200-2268 FAX1044-200-3973
Emai1 53mikyo@city.kawasaki.ip●

ニケ領せせらぎ館

施設案内・利用ガイド

lF展示室

●館内見学/無料

(スタッフによる案内有 )

※20名 以上の団体利用の場

合は事前に申し込みをして

ください。

0企画展示 :個人、グループが企画した展示を壁面に行つています。

O環境学習の支援 :歴史・文化。生物 (植物・魚類・鳥類他)・ 遊び方な

ど多摩川全般に関わる環境学習を支援しています。ご希望の方は

お気軽に受付スタッフに御相談ください。

③施設内には多摩川に関連した書籍や資料がありますので、受付ス

タッフにお尋ねください。

【利用上の注意】
●川崎市新多摩川プラン、

多摩川エコミュージアムプ

ランの推進活動を行つて

いる団体が利用できます。

●利用時間は午前 10時から

午後4時まで。2時間単位で最大4時間まで利用できます。

O利用には川崎市に団体登録申請が必要で、審査後、団体登録証

を発行します。

●利用申し込みは、利用希望日のニケ月前から可能で手続きは登録

証を提示して1階受付で行つてください。

◎開館時間/午前10時～午後4時

5月 ～8月 までの土日・祝日は、午前9時～午後4時

◎体 館 日/毎週月曜日 (祝日の場合はその翌日)、 第 1・ 3水曜日

この他、川崎市が認めた日 (HP及び館内案内を御確認

ください。)

◎交通案内

●小 田急線。JR南 武線登戸駅多摩

川口から徒歩8分

●JR南武線宿河原駅から徒歩 15分

※駐車場はありませんので、車で

の来館は御遠慮ください。

◎問合せ先/ニケ領せせらぎ館

〒214‐0021川崎市多摩区宿河原 1-5-1

TEL/FAX 044-900-8386 https://wwvv.seseragikan.oom/

Twitter@seseragikan Facebook二ヶ領せせらぎ館通信

YouTube二ヶ領せせらぎ館で田護目


